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以下支部の本年度総会は、開催中止
となります。
・東北支部   ・関東支部
・北海道支部道南部会
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当日の様子を写真でご紹介いたします。参加できなかった皆様におかれましては、来年、お会い
できますことを楽しみにしております。

OB・OGの近況報告
定年退職ごあいさつ 武山 泰先生
感性デザイン学科20周年パーティ＆展示会開催決定
下宿の大家さんにインタビュー 下宿てらさわ・山光荘
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大嶌 倫和 昭和61年度
掛端 英二 平成  2年度
三浦 安則 平成  3年度
河原木 洋 平成  9年度
濱田 信吾 平成17年度

全
国
各
地
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
皆
様
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会

活
動
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
母
校
で
あ
る
八
戸
工
業
大
学

か
ら
も
、
同
窓
会
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の
情
勢
が
続
く
中
、
平
和
の
祭
典
と
さ
れ
る
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
、

多
く
の
話
題
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は「
若
者
の
活
躍
」
と
「
女
性
の

活
躍
」
で
す
。

.

昔
か
ら
「
最
近
の
若
者
は
・・・」
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
粘
土
板
に

も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
私
は
今
の
若
者
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
証
拠
に
、
大
谷
翔
平
選
手
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選

手
団
は
、
金
メ
ダ
ル
20
個
を
含
む
45
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
海
外
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
過
去

最
多
の
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
金
メ
ダ
ル
数
で
は
米
国
、
中
国
に
次
ぐ
世
界
第
３
位
と
な
り
、
日
本
の

若
者
た
ち
の
活
躍
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

.

ま
た
、
第
２
回
パ
リ
大
会
で
は
初
め
て
女
子
選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
、
そ
の
割
合
は

％

で
し
た
が
、
今
回
の
大
会
で
は
女
子
選
手
が
約
50
％
を
占
め
る
ま
で
に
至
り
、
女
性
の
活
躍
が
一
層
際

立
ち
ま
し
た
。

.

さ
て
、
今
年
度
の
同
窓
会
支
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
役
員
不
足
の
た
め
に
開
催
が
難
し
い
支
部
も
出

て
き
て
お
り
ま
す
。
10
月
に
予
定
し
て
い
る
「
八
戸
工
業
大
学
同
窓
生
の
集
う
会
」
で
は
、
理
事
や
代

議
員
の
皆
様
か
ら
の
活
発
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
新
た
な
会
場
で
の
開
催
に
向
け
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
制

作
や
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
支
部
活
動
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

.

そ
こ
で
、
今
後
の
同
窓
会
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、「
若
い
会
員
」や
「
女
性
会
員
」

の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
北
海
道
支
部
総
会
に
は
、
初
め
て
女
性
会
員
が
参

加
し
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い
会
員
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
費

用
助
成
も
進
め
、
参
加
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

.

多
く
の
若
い
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
女
性
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
、「
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
」
を
強
調
し
て

お
り
ま
し
た
。
同
窓
会
活
動
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
諦
め
な
い
心
」
を
大
切
に
し
、
八
戸
工
業
大
学
同
窓

会
の
新
た
な
章
を
共
に
書
き
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

.

八
戸
工
業
大
学
同
窓
会   

会
長

福
士

信
雄

令
和
６
年
６
月
15
日（
土
）八
戸
工
業
大
学
番
町
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
令
和
６
年
度

八
戸
工
業
大
学
同
窓
会
第
１
回
理
事
会
及
び
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。構
成
員
３
分
の
２
以
上

の
出
席
を
も
っ
て
本
会
が
成
立
さ
れ
、審
議
事
項
に
つ
い
て
過
半
数
の
承
認
を
得
た
こ
と
か
ら
、議
案

が
成
立
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

.

会長(水交会)  福士 信雄 昭和51年度 電気
副会長(同窓教職員の会) 淺利 能之 昭和51年度 電気
副会長(うみねこ会) 小玉 成人 平成  7年度 電気
理事(蒼峰会)  尾形 健治 昭和57年度 機械
理事(水交会)  河原木琢也 平成 7年度 電気
理事(土木建築同窓会) 髙橋 和雄 昭和55年度 建築
理事(学匠会)  原田 修 昭和60年度 エネルギー
理事(学匠会)  大坂 崇長 平成  4年度 エネルギー
理事(うみねこ会)  田村 友宏 平成27年度 システム情報
理事(感性デザイン同窓会) 髙屋敷圭佑 平成25年度 感性デザイン
理事(感性デザイン同窓会) 鳥谷部華恋 平成29年度 感性デザイン
理事(北海道支部)  松平 正幸 昭和62年度 エネルギー
理事(東北支部)  奈良坂 進 昭和50年度 機械
理事(秋田支部)  永井 誠 平成  2年度 建築
理事(関東支部)  古舘 仁 平成10年度 機械
監事(蒼峰会)  左舘 直樹 昭和57年度 機械
監事(土木建築同窓会)          島下 大 平成29年度 土木建築

菅野 義明 昭和50年度
梅津 正明 昭和51年度
阿部 恭也 昭和60年度
岩本 明佳 昭和57年度
松村 純一 昭和54年度

大沼 宜浩 平成14年度
平野 龍輝 平成17年度
森越 達樹 平成28年度
下斗米一真 平成30年度

三浦 宏之 昭和58年度
浅利 壽信 昭和60年度
安田 勝寿 平成  3年度
林下 弘之 平成  6年度
菅原 雄一 平成22年度

和田 諭 昭和54年度
西村 俊 昭和54年度
松倉 芳彦 昭和60年度
夏堀 祐樹 平成20年度
上條 博滋 平成23年度

嶋守 渉 平成22年度
柳雫 圭太 平成22年度
五十嵐七果 平成27年度
貝塚 彩乃 令和 3年度

会長・副会長・理事・監事

蒼峰会 うみねこ会土木建築同窓会

水交会 学匠会 感性デザイン同窓会

令
和
6
年
度
理
事
会
・定
例
代
議
員
会

同
窓
会
会
長

挨
拶
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第
１
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
決
算（
案
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
３
号
議
案

第
23
回
八
戸
工
業
大
学
同
窓
生
の
集
う
会
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

役
員
の
変
更（
案
）に
つ
い
て

第
５
号
議
案

同
窓
会
表
彰
推
薦（
案
）に
つ
い
て

第
６
号
議
案

八
戸
工
業
大
学
同
窓
会
助
成
費
の
運
営
お
よ
び
八
戸
工
業
大
学
同
窓
会
本
部
会
費
・

旅
費
等
支
給
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ（
案
）に
つ
い
て

《
議
案
》

第
１
号

各
支
部
・
分
会
の
行
事
に
つ
い
て

第
２
号

課
外
活
動
表
彰
に
お
け
る
同
窓
会
会
長
賞
の
贈
呈
に
つ
い
て

《
報
告
》

代議員

(氏名 卒業年度  卒業学科名 )

(氏名  卒業年度 )
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八
戸
工
業
大
学
学
長

 

坂
本

禎
智

社
会
の
要
請
に
応
え
る
大
学
と
し
て
邁
進

八
戸
工
業
大
学
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
職

域
・
立
場
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本
学
は
一
昨
年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
、

「
工
学×

デ
ザ
イ
ン×

地
域
」
の
融
合
に
よ
る
教
育
と
研
究
の
拠
点
大
学
と
し
て
地
域

の
発
展
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
を
誓
い
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
昨
今
、18
歳
年
齢
人
口
の
減
少
や
高
校
生
の
都
市
部
へ
の
流
出
な
ど
に
よ
り
、

地
方
私
立
大
学
へ
の
入
学
者
数
が
全
国
的
に
減
少
し
、
本
学
も
同
様
の
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
社
会
の
構
成
員
と
な
り
、
社
会
を
牽
引
し
て
い
く
学
生
の
確
保
と
育
成

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
は
い
ま
、
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
べ
く
、
教
育

体
制
・
教
育
内
容
の
更
な
る
充
実
、
学
生
の
満
足
度
の
更
な
る
向
上
を
図
り
、
本
学
の

魅
力
や
強
み
を
前
面
に
押
し
出
し
た
広
報
を
実
施
し
、
多
様
な
学
生
を
確
保
す
る
た
め

の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

.

本
学
の
強
み
は
、
①
本
学
に
モ
ノ
づ
く
り
の
「
工
学
部
」
と
モ
ノ
の
付
加
価
値
を
創

造
す
る
「
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部
」
が
あ
り
、
両
学
部
の
横
断
教
育
に
よ
る
、
現
代
の
高

付
加
価
値
時
代
が
求
め
る
ス
キ
ル
の
教
育
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
②
６
年
間
に
わ

た
っ
て
実
施
し
た
「
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム（
文
科
省
）」
で
培
っ
た
、
学
修

成
果
の
可
視
化
・
教
育
改
善
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
地
域
連
携
活
動
な
ど
、
課
題
発
見 

解
決
型
実
践
教
育
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、

④
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、
海
洋
工
学
、
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
地
域
産
業
に
関
わ
る
科
学
技
術
を
学
べ
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
評
価
さ
れ
て
き
た
、
面
倒
見
が
良
く
就
職
支
援
が
充
実

し
て
い
る
大
学
で
あ
る
こ
と
も
強
み
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
ら
を
多
く
の
方
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
本
学
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
の
要
請
に
迅
速
に
対
応
す
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
も
本

学
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。
例
え
ば
、
本
学
は
、
女
性
の
活
躍
促
進
に
つ
い
て

の
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
度
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
女
子
推
進
・

支
援
室
」
を
設
置
し
、
理
系
女
子
の
人
材
育
成
や
入
学
を
促
進
す
る
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
組
織
の
前
身
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
リ
ケ
ジ
ョ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
で

あ
り
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
令
和
５
＆
６
年
度
「
女
子
高
生
の
理
系
進
路
選
択
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
、
先
行
し
て
関
連
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
本
学
は
、
企
業
の
人
出
不
足
の
解
消
、
も
の
づ
く
り
産
業
へ
の
人
材

輩
出
、
地
域
定
住
促
進
に
関
わ
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年

度
よ
り
、
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た
産
官
学
連
携
の
「
特
定
技
能
エ
ン

ジ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
開
始
し
ま
し
た
。「
建
設
」
、「
自
動
車
整
備
」、

「
工
業
製
品
製
造
業
分
野
」
の
３
コ
ー
ス
を
設
け
、
留
学
生
に
６
ヶ
月
間
の

専
門
教
育
を
行
い
ま
す
。
最
長
５
年
働
け
る「
特
定
技
能
１
号
」の
取
得
を
経

て
、
修
了
後
は
就
職
先
の
国
内
企
業
で
、
永
住
可
能
な
在
留
資
格
「
特
定
技

能
２
号
」
取
得
を
目
指
す
仕
組
み
で
す
。
前
期
に
８
名
、
後
期
に
11
名
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
留
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
工
業
系
大
学
で

は
、
先
進
的
な
取
組
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

.
こ
の
よ
う
に
本
学
は
、
社
会
の
情
勢
を
見
極
め
、
時
代
と
ニ
ー
ズ
に
則
し

た
様
々
な
活
動
を
展
開
し
、
多
様
な
学
生
の
確
保
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
本
学
は
、
大
学
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
教
育
・
研
究

に
邁
進
し
、
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ま

の
ご
支
援
、
並
び
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

.

3

学
長
挨
拶

HAMS（メールマガジン）会員登録のご案内
登録手順① 仮登録
普段お使いの携帯電話もしくはパソコンから、下記アドレス宛に空メールを送信します。
携帯電話をご利用の場合、QRコードからのアクセスが可能です。

登録手順② 本登録
空メールを送信した携帯電話もしくはパソコンに、自動で返信メールが届きます。返信
メールの本文中にあるURLにアクセスすることで本登録が完了します。

hams@alumni.hi-tech.ac.jp



下宿OB・OGの皆さま、大家さんは皆さんに会ったり電話や手紙でお便りがくることをとても楽しみにしていまし
た。数十年前のこともとっても詳しく覚えています。ぜひ元気な様子をご一報いかがでしょうか。
いま・むかし物語に関する感想や当時の下宿の思い出、取り上げてほしいテーマを募集します。右に記載のQR
コード(グーグルフォーム)からお気軽にお寄せください。

卒業生にメッセージ

第三話「下宿」
・ 本学の今と昔を紹介するコーナーです。

第 三 話 は 下 宿 に 注 目 ！

今でも、卒業生の方が会いにきてくれたり、
電話をくれたり、結婚式に招待してくれたりも
します。この前、地震で階上町がニュースで報
道されると、今まで音沙汰がなかった卒業生が
心配して電話をくれました。 正月に必ず立ち
寄ってくれる方もいて、元気な様子やいろんな
お話を聞くことが出来てうれしいです。 .
コロナが流行り始めの時は、アルコール除菌
液が品薄で手に入らなくて困りました。その時、
たまたま訪ねて来てくれた卒業生が手配してく
れました。また、当時の下宿生や卒業生の保護
者の方から紹介されましたと、下宿に来てくれ
る新入生もいて、皆さんに助けられています。 .

むかしの思い出
卒業式の後、学生たちと朝4時まで飲み会を
したこと。学生と学校から下宿まで帰るときに、
「近道教えてあげる!」と一緒にフェンスを乗り
越えて帰ったこと。 .

車でスーパーに行くときは、みんな付いてきて「今日魚
がいい！」「おれ肉がいい！」と好きなこと言い合って買い
出しをした。何かあったら食堂で会議を行いますが忘れら
れない会議は、下宿生が野球をして壁に3つ穴を開けた
時のこと。学園祭では下宿生が「山田ファミリー」という名
前で出店し、打ち上げはみんなでカラオケに行きました。

卒業生にメッセージむかしの思い出

下宿生には、たくさん食べて、健康に過ごして
大学を卒業してほしいという思いでサポートし
ています。山光荘では、八工大2回生から受け
入れていますが、学生とのたくさんの思い出や、
大変だったこともふくめて、やりがいがあり、
50年前に下宿をやってよかったと思っています。

む す こ
今では全国に卒業生がいっぱいいます。ハガ
キやお手紙や電話など、顔を見せに立ち寄
ってくれますし、夏には、旅行がてら卒業生に
会いに行くこともしていました。予告しないで
近く着いたら電話するので、みんな驚きますが、
突然の訪問にも歓迎してくれました。 .

下宿てらさわ 24年間で約２５０人の工大生がお世話になり、職人気質のノリアキさんが作る料理が昔から評判の下宿
てらさわさん。管理人の世代交代をした今も、下宿生のお世話を続けているフジコさんにお話を伺いました！

下宿生から頂いた大切な
プレゼントの一部

食堂

卒業生とのつながり

食堂

カラーフィル
ム写真たくさ
んありました 看板

寺澤 不二子さん
寺澤 憲 昭さん
小黒 孝 彦さん

山田 誠 さん

山田 勝代 さん

下宿ホーム
ページ

山光荘
昭和48年に下宿を創業し、約650人の工大生の思い出が詰まっている山光荘さん。 50年前と変わらずに
マコトさん、カツヨさんご夫婦で下宿生を受け入れています。Facebook掲載のごはんの写真は必見です！

卒業生とのつながり

さんこうそう

大家さんが喜びます

編集者が喜びます
4

みなさん健康でいてください。
今の叶えたい夢は、
下宿生みんなと会うこと。

なので、私たちが会いにいったら、
イヤって言わないでね。

みんな元気でやっててくれればいい。
気を遣わないで顔出してくれれば

いっちばんうれしい。
その時は、いろんな話をきかせてね。

「いま・むかし物語」は50年の歴史を持つ

下宿ホーム
ページ
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5

私
は
工
学
部
機
械
情
報
技
術
学
科（
現
：
工
学
部
工
学
科
機

械
工
学
コ
ー
ス
）を
卒
業
後
、地
元
で
あ
る
洋
野
町
を
管
轄
す

る
久
慈
広
域
連
合
消
防
本
部
に
採
用
と
な
り
ま
し
た
。久
慈
広

域
連
合
消
防
本
部
は
岩
手
県
の
沿
岸
北
部
を
管
轄
す
る
広
域

消
防
で
、久
慈
市
、洋
野
町
、野
田
村
、普
代
村
の
１
市
１
町
２

村
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。消
防
職
員
数
は
約
１
５
０
名
と
な

り
ま
す
。

当
消
防
本
部
に
採
用
と
な
り
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
ま
す
。現
在
は
救
急
救
命
士
と
い
う
救
急
救

命
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
資
格
を
取
得
し
、主
に
救
急
小
隊
長
と
し
て
救
急
車
に
乗
車
し
出
動

し
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
の
現
場
を
任
さ
れ
る
立
場
と
な
り
、責
任
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
非
常
に

や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
が
社
会
人
と
な
り
特
に
必
要
と
感
じ
た
こ
と
は
、「
人
と
の
繋
が

り
」だ
と
振
り
返
り
ま
す
。大
学
時
代
を
振
り
返
る
と
、様
々
な
先
生
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
学
科
長
で
あ
っ
た
大
黒
正
敏
先
生
を
は
じ
め
、担
任
で
あ
っ
た
太
田
勝
先
生
、硬
式
野
球
部
に

所
属
し
４
年
間
人
間
力
を
指
導
頂
い
た
笹
田
公
烈
前
監
督
と
数
多
く
の
先
生
方
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。当
消
防
本
部
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
も
、大
黒
先
生
と
浅
川
拓
克
先
生
を
お
招
き
し
て
の
研
修

会
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。４
年
間
の
人
と
の
繋
が
り
と
学
び
が
今
ま
さ
に
活
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
近
況
報
告
の
掲
載
も
卒
業
し
て
か
ら
も
お
付
き
合
い
を
し
て
頂
い
て
い
る
太
田
先

生
か
ら
の
お
誘
い
で
す
。貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、八
戸
工
業
大
学
か
ら
社
会
と
い
う
土
俵
に
上
が
る
後
輩
た
ち
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。採
用
２
日
目
、
私
は
当
時
の
教
育
的
立
場
の
先
輩
か
ら「
私
た

ち
の
一
つ
の
努
力
で
、一
つ
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
」と
、ま
だ
ワ

ク
ワ
ク
と
ド
キ
ド
キ
が
ま
だ
止
ま
ら
な
い
状
況
で
指
導
さ
れ
、一
気
に

緊
張
感
に
包
ま
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。私
が
就
い
た
仕

事
は「
命
」に
直
接
携
わ
る
仕
事
で
、一
つ
の
命
を
救
う
た
め
に
日
ご
ろ

の
努
力
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
先
輩
の
一
言
で
今

日
ま
で
頑
張
れ
て
い
ま
す
。そ
の
先
輩
は
今
の
私
の
勤
務
す
る
分
署
の

分
署
長
で
あ
り
、現
場
を
指
揮
す
る
指
揮
官
で
す
。み
な
さ
ん
も
一
生

懸
命
に
取
り
組
め
る
仕
事
を
在
学
中
に
見
つ
け
、社
会
で
飛
躍
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
八
戸
工
業
大
学
卒
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
に
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、全
国
各
地
で
飛
躍
す
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。共
に
働
け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。職
種
は

違
え
ど
、や
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
ょ
う

折
田

久
幸

教
授

工
学
部

機
械
工
学
コ
ー
ス

２
０
２
２
年
４
月
に
本
学
機
械
工
学
コ
ー

ス
に
着
任
し
、本
年
２
０
２
４
年
、３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
研
究
で
は
本
学
で
約
30
年
続

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101748.htm
l

2）1）

い
て
い
る
吸
収
冷
凍
機
の
研
究
を
引
き
継
ぎ
、教
育
で
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
と
実
行
を
進
め
て
い
ま
す
。

.

吸
収
冷
凍
機
の
研
究
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

「
革
新
的
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
シ
ス

テ
ム
技
術
開
発
」の
委
託
事
業
で
進
め
て
い
ま
す（
２
０
２
０
か
ら
２
０
２
４
年
度
）。

２
０
０
度
以
下
の
未
利
用
排
熱
を
活
用
し
、
年
間
を
通
じ
て
ニ
ー
ズ
の
あ
る
氷
ス
ラ

リ
ー（
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
氷
）を
製
造
す
る
装
置
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
氷
点
冷

熱
を
製
造
す
る
吸
収
冷
凍
機
と
、
高
砂
熱
学
工
業（
株
）、
東
京
電
機
大
学
の
氷
ス
ラ

リ
ー
製
造
装
置
を
連
結
さ
せ
、
熱
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
試
作
品
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
２
０
２
４
年
５
月
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
様
と
共
同
で
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
し
ま
し
た 

。工
業
地
帯
か
ら
排
出
さ
れ
る
未
利
用
熱
を
活
用
し
、海
産
物
の
輸
送

す
る
た
め
の
保
冷
剤
を
提
供
す
る
、八
戸
港
に
適
し
た
装
置
で
あ
り
、
現
地
実
証
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

.

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
教
育
は
、
北
東
北
で
育
ち
、
北
東
北
で
就
職
し
、
生
計
を

立
て
、
そ
の
子
供
が
引
き
継
い
で
い
く
姿
を
描
き
、
２
０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
施
者
に
な
っ
て
も
ら
う
若
人
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
は
、
地
域
に
合
っ
た
多
種
類
の
シ
ス
テ
ム
導
入
と
、
そ

れ
ら
を
制
御
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
多
分
野
知
識
を
使
っ
て
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を

創
造
す
る
能
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
後
期

よ
り
工
大
一
高
、
工
大
二
高
と
高
大
連
携
し
、
講
義
を
開
始
し
ま
し
た
。
産
官
の
意
見

を
取
り
入
れ
、
小
中
高
へ
の
展
開
、
さ
ら
に
は
社
会
人
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
教
育
に
拡
大

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ご
支
援
、ご
指
導
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

.

教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
近
況
報
告

柾
谷

祐
希

消
防
士
長

久
慈
広
域
連
合
消
防
本
部

久
慈
消
防
署
普
代
分
署

1）

2）

蒼
峰
会

蒼
峰
会



水
交
会
活
動
報
告

6

令
和
５
年
度「
水
交
会
賞
」授
与
式

令
和
６
年
３
月
19
日（
火
）及
び
同
年
４
月
８
日（
水
）に
八
戸
工
業
大
学
に

て
令
和
５
年
度「
水
交
会
賞
」表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。水
交
会
賞
は
、学
業
成

績
が
特
に
優
れ
て
い
る
学
生
や
課
外
活
動
に
お
い
て
特
に
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
た
学
生
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
り
、水
交
会
在
学
生
応
援
事
業
と
し
て
平
成

28
年
度
総
会
に
て
承
認
さ
れ
た
制
度
で
す
。令
和
５
年
度
は
８
名
の
学
生
が
表

彰
さ
れ
、
受
賞
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

.

令
和
６
年
度
水
交
会
総
会
開
催

令
和
６
年
10
月
19
日（
土
）「
令
和
６
年
度
水
交
会
総
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。始
め
に
令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
事
業

報
告
が
あ
り
、令
和
５
年
度
収
支
予
算
案
及
び
事
業
計
画
案
等
に

つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、異
議
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

.

八
戸
工
業
大
学
で
の
４
年
間
は
、

自
分
の
中
の
視
野
や
価
値
観
を
大
き

く
広
げ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
時
間

で
し
た
。
学
業
に
お
い
て
は
、
電
気

電
子
工
学
分
野
を
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
学
ぶ
中
で
、自
分
の
興
味
関
心
の

あ
る
こ
と
を
見
つ
め
直
し
、自
分
が

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
決
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、ア
ル
バ
イ

八
戸
市
の
ド
真
中
、八
戸
市
庁
・

八
戸
市
美
術
館
が
立
ち
並
ぶ
一
角
、

番
町
交
差
点
で
目
の
前
の
ビ
ル
の
案

内
板
を
見
な
が
ら「
パ
ン
屋
さ
ん
じ

ゃ
な
い
の
？
」と
い
っ
た
や
り
取
り

を
し
て
い
る
家
族
連
れ
に
出
く
わ

し
た
。
そ
れ
が
八
戸
工
業
大
学
と

皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

学業成績表彰者 令和5年度の電気電子工学科及び電気電子通
信工学コースにおいて、当該学年で主席（GPA）の成績を修めた。

硬式野球部 2名 3年秋季から4年秋季リーグまで副主将を
務めチームをまとめた他、2023年北東北大学野球秋季二部
リーグ戦では優秀選手賞とベストナインを受賞。2023年北
東北大学野球春季二部リーグ戦において優秀選手賞を受賞。
バレーボール部 1名 令和5年度国体に出場した他、同部活
内でも活躍。 .
卓球部 1名 令和５年度東北学生卓球連盟春季リーグ戦で第
２位(インカレの出場権獲得)となった他、第89回全日本大学
総合卓球選手権大会男子シングルスに出場。 .

小軽米 世那さん( )

東京電力
ホールディングス㈱

卒
業
研
究
で
は
佐
々
木
研
究
室
に
所
属
し
、松

枯
れ
の
た
め
の
枯
死
木
検
出
法
の
他
樹
種
へ
の
応

用
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に
地
域

の
抱
え
る
課
題
を
題
材
に
、そ
の
解
決
策
を
検
討

す
る
こ
と
で
、問
題
解
決
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
、研
究
成
果
を
学
会
な
ど
の
場
で
発
表
す
る
な

ど
の
貴
重
な
機
会
に
も
恵
ま
れ
、プ
レ
ゼ
ン
能
力

が
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
大
学
時
代
の

様
々
な
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、周
囲
か
ら
信
頼

さ
れ
る
人
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、精
一
杯
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

.

八戸工業大学 番町サテライト
キャンパス「ばんらぼ」館長

パ
ン
屋
さ
ん
じ
ゃ
な
い
よ
「
ば
ん
ら
ぼ
」
だ
よ

.

株
）田
名
部
組
が
連
携
運
営
す
る「
ば
ん
ら
ぼ
」
で
あ
る
。

.

小
生
は
２
０
２
３
年
３
月
に
八
戸
工
業
大
学
を
退
職
し
た
後
、６

月
か
ら
公
益
財
団
法
人
八
戸
地
域
高
度
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
の
任
意

の
共
益
事
業
で
あ
る「
高
度
技
術
利
用
研
究
会
」に
て
会
長
を
務
め
、

地
域
の
産
学
官
の
連
携
を
促
進
し
、高
度
技
術
の
地
域
産
業
へ
の
活

用
を
図
る
べ
く
微
力
な
が
ら
努
め
て
い
る
。ま
た
、２
０
２
４
年
３
月

水
交
会

水
交
会

は「
ば
ん
ら
ぼ
涼
食
フ
ェ
ス
」と
銘
打
っ
て
開
放
し
、八
戸

工
大
生
ら
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
採
れ
た
カ
ブ
ト
ム
シ
を
販

売
す
る
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、１
２
０
０
名
の
入

館
者
を
数
え
る
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。４
月
に
は
八
戸
青

年
会
議
所
に
よ
る
第
６
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大

会
誘
致
活
動
審
査
会
が
リ
モ
ー
ト
で
実
施
さ
れ
、見
事
、

候
補
地
に
選
ば
れ
た
。本
学
本
波
洋
先
生
や
井
上
貫
之
先

生
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
作
製
、八
戸
市
こ
ど
も
Ｉ
Ｔ
部
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
続
い
て
お
り
、学
生
や
高
校
生
に
よ
る
美

術
展
示
も
盛
ん
で
あ
る
。
研
究
分
野
で
は
、日
本
菌
学
会
、

マ
チ
ナ
カ
公
開
講
座
、日
本
音
響
学
会
の
会
場
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
学
同
窓
会
の
理
事
会
・
定

例
代
議
員
会
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、中
心
街
と
い
う
他
に

は
替
え
難
い
利
便
性
の
も
と
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ト
や
就
職
活
動
な
ど
を
通
し
て
、社
会
経
験
や
多
様
な
価
値
観
に
触

れ
、様
々
な
面
で
自
己
成
長
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

.

か
ら
は
先
に
述
べ
た「
ば
ん
ら
ぼ
」の
館
長
を
拝
命
し
て
お
り
、新
た
な
施
設
で
も

あ
り
そ
の
動
き
を
伝
え
た
い
と
思
う
。八
戸
工
業
大
学
で
は
地
域
の
活
性
化
や
地

域
産
業
の
振
興
、人
材
育
成
の
拠
点
を
中
心
市
街
地
に
設
け
る
べ
く
地
域
と
の
接

点
を
求
め
て
い
た
。一
方
、建
築
を
手
掛
け
る（
株
）田
名
部
組
で
は
町
の
活
性
化

を
図
る
べ
く
子
供
等
の
溜
ま
り
場
作
り
を
検
討
し
て
い
た
。八
戸
工
業
大
学
創
立

50
周
年
を
契
機
に
拠
点
作
り
の
合
意
を
得
、２
０
２
２
年
４
月
に「
ば
ん
ら
ぼ
」が

開
館
し
た
。「
ば
ん
ら
ぼ
」は
地
名
の
番
町
と
地
域
連
携
の
あ
り
方
を
求
め
る
研
究

.

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
）を
組
み
合
わ
せ
た
名
称
で
あ
る
。向
か
い
に
は
八
戸
市
美
術
館

が
あ
り
、市
民
が
集
う
広
場
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、拠
点
と
し
て
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
非
常
に
良
く
、産
学
官
金
で
連
携
し
な
が
ら
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、地
域
産

業
振
興
、人
材
育
成
の
拠
点
と
な
る
べ
く
有
効
利
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。毎
月
、双

方
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
運
営
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、産
学
双
方
の
立
場
で
ば
ん

ら
ぼ
の
運
営
は
も
と
よ
り
、学
生
の
社
会
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
意

見
交
換
を
行
な
っ
て
い
る
。館
内
は
２
３
９
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
を
有
し
、目
的

に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
４
つ
の
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も

格
安
で
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
、イ
ベ
ン
ト
が
無
い
時
間
帯
は
無
料
で
市
民
の
休
憩

や
待
ち
合
わ
せ
、自
習
ス
ペ
ー
ス
、情
報
公
開
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、具
体
的
な
管
理
は
社
会
連
携
・
研
究
推
進
部
が
担
っ
て
い
る
。実
際
の

活
動
実
績
を
紹
介
す
る
。７
月
30
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
の
八
戸
三
社
大
祭
で

関 秀廣 就職先

佐々木
研究室同

窓
教
員
の
活
躍

同
窓
生
と
し
て
の
抱
負

水 交 会
情 報 は

webサイト
か ら →

令和7年3月電気電子工学科卒

本
学
で
は
、地
域
の
大
学
と
し
て
産
学
官
金
連
携
事
業

を
展
開
し
て
き
た
。
教
育
研
究
に
加
え
、今
後
市
民
の
方

々
へ
身
近
さ
、親
し
み
易
さ
を
伝
え
、絆
を
深
め
て
我
が

町
の
大
学
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
の
試
み
を

継
続
す
る
こ
と
は
肝
要
で
あ
る
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
八

戸
市
の
中
心
部
か
ら
凡
そ
８
㎞
程
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

足
を
踏
み
入
れ
る
機
会
は
ど
う
し
て
も
少
な
く
な
る
と

思
う
。「
ば
ん
ら
ぼ
」は
街
と
大
学
の
隔
た
り
を
、一
気
に

縮
め
る
存
在
と
し
て
可
能
性
を
有
し
て
お
り
、わ
ざ
わ
ざ

出
向
か
な
く
て
も
街
中
で
大
学
へ
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
生

み
出
す
サ
イ
ト
と
し
て
の
機
能
を
高
め
ら
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。地
域
で
活
躍
す
る
２
万
名
を
越
え
る
卒
業
生
修

了
生
を
輩
出
し
、北
東
北
を
中
心
と
し
た
研
究
拠
点
と
し

て
務
め
て
き
た
八
戸
工
業
大
学
の
様
々
な
側
面
を
少
し

で
も
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
う
次
第
で
あ
る
。

.

同
窓
生
の
皆
さ
ん
、街
に
来
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
是
非「
ば
ん
ら
ぼ
」へ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

.

、

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

（

（

表
彰
者
８
名



平
成
16（
２
０
０
４
）年
か
ら
、調
度
20
年
間
、お
世
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
を
持
ち
ま
し
て
、
定
年

武
山

泰

先
生

名
誉
教
授

(

令
和
６
年
３
月
31
日
退
職)

と
い
う
こ
と
で
退
職
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
仙
台
で
悠
々
自
適
の

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
建
築
・
土
木
工
学

コ
ー
ス
の「
道
路
・
交
通
工
学
」と
、シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
コ
ー
ス

7

の「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
リ
サ
ー
チ
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
非
常
勤
講
師
と
し
て
担

当
し
て
お
り
、
今
年
度
の

集
中
講
義
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

他
に
も
、
青
森
県
と
八
戸
市
の
委
員
会
で
い
く
つ
か
継
続
し
て
委
員
を
務
め
て
お
り
、
八
戸
の
方

に
は
た
び
た
び
行
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

.

仙
台
で
の
生
活
で
す
が
、
家
で
は
、
夕
飯
の
炊
事
と
、
掃
除
を
主
に
担
当
し
て
、
ほ
ぼ
毎
日
の

よ
う
に
、
買
い
物
に
出
掛
け
て
は
、
街
を
徘
徊
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
１
万
歩
と
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
な
る
べ
く
動
く
よ
う
に
は
心
が
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
95
歳
に
な
っ
た
母
が
、
ま
だ
そ

れ
ほ
ど
ボ
ケ
ず
に
健
在
で
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
の
で
、た
び
た
び

顔
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
る
の
と
、
週
一
程
度
の
頻
度
で
、夕
飯
の
調
理
に
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
65
〜
69
歳
の
高
齢
者
の

半
数
以
上
が
就
業
し
て
い
る
と

の
報
道
が
あ
り
、何
か
し
た
方
が

い
い
の
か
と
も
考
え
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
ま
だ
動
き
出
せ
ず
に

い
ま
し
た
。

.
在
職
し
て
い
た
20
年
の
間
に
も
、

大
学
を
取
り
巻
く
状
況
に
は
、大

き
な
動
き
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
も

大
き
な
変
革
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、八
戸
工
業
大
学
の
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す

「
現
代
の
名
工
」を
受
賞
し
た
現
代
日
本
を
代
表
す
る
庭
師
で
す
。
講
演
で
は
「
京

都
庭
園
美
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
体
験
談
や
作
庭
に
か
け
る
思
い
に
つ
い
て
、
現
在

普
及
に
尽
力
し
て
い
る
庭
園
装
置
「
水
琴
窟
」の
構
造
や
魅
力
、
タ
ス
マ
ニ
ア
島
で

制
作
指
導
し
た
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
水
琴
窟
を
世
界
に
広
め
て
い
き
た
い
」

と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
に
向
け「
豊
か
な
感
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
本
の

植
木
や
一
個
の
石
か
ら
で
も
美
し
い
庭
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
」「
も
の
づ
く
り
は

感
性
が
大
事
。
大
学
生
活
で
多
く
の
人
と
接
し
、
感
性
を
磨
い
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

.

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
教
職
員
の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
、
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
教
育
と
関
連
付
け
て
い
た
だ
き
、
大
学
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
示
等
に
よ
り
参
加
呼
び
か

け
が
で
き
、建
築
・
土
木
工
学
コ
ー
ス
２
年
生
の
皆
さ
ん
、教
職
員
、一
般
参
加
者
等
、

約
50
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

.

今
回
の
事
業
は
、長
年
土
木
建
築
工
学
科
同
窓
会
と
し
て
温
め
て
い
た
企
画
を

具
体
化
し
た
も
の
で
、
色
々
な
面
で
反
省
点
が
あ
り
ま
す
が
、
開
催
出
来
た
が
ゆ
え

の
財
産
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
同
窓
会
事
業
に
つ
い
て
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
同
窓
生
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

.

土
木
建
築
工
学
科
同
窓
会
事
業
と
し
て
専
門

分
野
を
学
ぶ
後
輩
諸
氏
に「
各
分
野
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
方
の
話
を
」
と
淺
利
壽
信
が
立
案

し
講
師
交
渉
を
進
め
、
高
橋
和
雄
、
安
田
勝
寿

が
準
備
に
あ
た
り
、
令
和
６
年
６
月
６
日
大
学

講
義
室
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

.

久
保
氏
は
伝
統
的
構
成
を
基
調
と
し
な
が
ら

も
創
造
性
に
富
む
日
本
庭
園
を
作
り
、
現
在
も

全
国
各
地
で
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、

平
成
29
年
度
厚
生
労
働
省
卓
越
し
た
技
能
者

同
窓
会
主
催

講
演
会
開
催

定
年
退
職
の
ご
あ
い
さ
つ

「
現
代
の
名
工
・
作
庭
師

久
保

義
信

氏

講
演
会
」

。

土
木
建
築
同
窓
会

土
木
建
築
同
窓
会



学
匠
会

学
匠
会

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
近
況
報
告

平
成
30
年
３
月
バ
イ
オ
環
境
工
学
科
卒
業

の
分
野
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

で
知
識
も
全
く
な
く
業
務
を
進
め
る
う
え
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
す
ぎ
て
苦
労
し
ま
し
た
。三
年
目
、四
年
目
、五
年
目
は
特
に
忙

し
く
業
務
を
こ
な
す
こ
と
で
精
一
杯
で
悩
み
事
不
安
事
が
尽
き
な

い
日
々
で
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
と
て
も
い
い
経
験
が
で

き
た
な
と
思
い
ま
す
。
今
年
で
入
社
七
年
目
と
な
り
、
与
え
ら
れ

る
業
務
内
容
も
難
し
く
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
あ
の
時
を
乗
り

越
え
ら
れ
た
か
ら
今
回
も
出
来
る
」と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。最
近
は
少
し
落
ち
着
い
た
の
で
資
格
取

得
の
た
め
の
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
先
輩
方
に

は
追
い
付
け
な
い
の
で
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
多
く
の
知
識
を
身

に
着
け
経
験
を
さ
ら
に
積
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

.

自
分
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
結
婚
す
る
予
定
は

ま
だ
な
く
一
人
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
休
み
の
日
に
は
車

で
他
県
に
遠
出
し
た
り
会
社
の
人
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
テ
ニ
ス
を
し

た
り
と
充
実
し
た
日
々
を
す
ご
し
て
い
ま
す
。ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
は
福
島
で
始
め
た
趣
味
で
し
た
が
、
青
森
に
来
て
か
ら
は
お

休
み
し
て
い
ま
し
た
。
再
開
し
た
き
っ
か
け
は
運
動
不
足
解
消
の

た
め
と
い
う
こ
と
と
、
会
社
で
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
に
参
加

す
る
の
で
そ
の
練
習
と
い
う
こ
と
で
今
年
の
夏
頃
か
ら
ま
た
走
り

始
め
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
走
っ
た
の
で
初
め
の
頃
は
あ
ま
り
走

れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
長
い
距
離
を
走

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
タ
イ
ム
も
徐
々
に
速
く
な
り
練
習
し

た
結
果
が
目
に
見
え
て
わ
か
り
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、長
期
休
み
の
時
に
は

大
学
の
友
人
と
会
っ
て
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
お
互
い
の
近
況
を
報

告
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
会
え
る
回
数
も
年
に
数
え
る
く
ら
い
し
か

な
い
の
で
い
つ
も
誘
っ
て
く
れ
る
友
人
に
感
謝
し
な
が
ら
一
回
一

回
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。以
上
、近
況
報
告
と

な
り
ま
す
。

.

末
筆
な
が
ら
、
八
戸
工
業
大
学
の
益
々
の
発
展
お
よ
び
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

.

平
成
３
年
３
月
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
科
卒
業

同
窓
会
報
誌
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、バ

イ
オ
環
境
工
学
科
卒
業
生
の
佐
藤
で
す
。近
況
報
告
と
い
う
こ
と
で

自
分
が
勤
め
て
い
る
会
社
や
自
分
自
身
の
近
況
を
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

.

私
は
二
〇
一
八
年
に
卒
業
後
、東
京
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式

会
社
と
い
う
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。入
社
後
は
福
島
原
子
力
事
業

所
の
配
属
に
な
り
、放
射
線
計
測
器
や
発
電
所
内
の
気
象
観
測
装
置

の
点
検
を
二
年
間
行
っ
て
い
ま
し
た
。三
年
目
か
ら
は
青
森
に
転
勤

に
な
り
主
に
電
気
に
関
わ
る
工
事
の
施
工
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

私
は
、旧
エ
ネ
ル
ギ
ー
工

学
科（
エ
ネ
科
）を
卒
業
し

た
江
口
と
申
し
ま
す
。

.

青
森
県
青
森
市
在
住
で
、富

士
通
株
式
会
社
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
職
種
は
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア（
Ｓ
Ｅ
）で
す
。

八
工
大
に
入
学
し
エ
ネ
科

で
学
ぶ
も
将
来
原
子
力
関
連

に
進
む
こ
と
は
考
え
て
は
お

事
業
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

.

ｉ
Ｄ
Ｃ
を
構
築
・
運
用
を
す
る
う
え
で
大
き
な
課
題
は

熱
で
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
電
気
で
動
く
た
め
、
使
用

さ
れ
た
電
力
は
ほ
ぼ
熱
と
し
て
放
出
さ
れ
ま
す
。コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
動
か
す
の
に
電
力
が
必
要
で
、生
み
出
さ
れ
た

熱
を
冷
や
す
の
に
ま
た
電
力
が
必
要
で
す
。

.

次
な
る
課
題
は
、
建
屋
床
の
耐
荷
重
で
す
。
サ
ー
バ
を

20
台
ラ
ッ
ク
棚
に
乗
せ
た
場
合
、
そ
の
重
量
は
１
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
約
３
０
０
～
５
０
０
Ｋｇ
を
軽
く
超
え

ま
す
。
荷
重
計
算
を
怠
る
と
、建
屋
が
損
傷
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

.

電
気
も
一
般
家
庭
で
は
せ
い
ぜ
い
60
Ａ
の
ブ
レ
ー
カ

で
足
り
る
で
し
ょ
う
が
、ｉ
Ｄ
Ｃ
で
は
桁
が
違
い
ま
す
。

停
電
に
備
え
非
常
用
発
電
機
も
必
要
で
す
。

.

ｉ
Ｄ
Ｃ
設
計
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

物
理
、電
気
、建
築
等
一
見
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
関
係
な
い

よ
う
な
総
合
知
識
が
必
要
で
し
た
。「
あ
れ
？
そ
う
い
え

ば
大
学
で
学
ん
だ
よ
な
。」
エ
ネ
科
で
は
機
械
図
面
制
作

や
流
体
解
析
、
熱
の
問
題
、
電
気
や
建
築
等
幅
広
い
知
識

を
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
る
と
、「
全
て
覚
え
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、な
ん
か
経
験
し
た
な
！
」

と
考
え
る
だ
け
で
ゼ
ロ
ス
タ
ー
ト
で
は
無
く
、気
も
楽
に

な
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。様
々

な
単
位
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
電
気
や
建
築
、空
調
等
の

設
備
業
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
進
む
と

同
時
に
、相
手
も「
こ
の
人
知
っ
て
い
る
人
だ
」
と
信
頼

関
係
も
生
ま
れ
、突
っ
込
ん
だ
議
論
や
新
し
い
技
術
に
挑

戦
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

.

先
の
熱
問
題
に
対
し
私
た
ち
が
出
し
た
結
論
は
、１
つ

は
空
調
機
の
熱
交
換
に「
水
」を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

水
は
効
率
が
良
い
半
面
、当
時
は
サ
ー
バ
ル
ー
ム
に
水
を

引
く
こ
と
は
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
で
は
水
冷
式
は

当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、先
見
の
目
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
。

.

も
う
一
つ
は
、青
森
と
い
う
冷
涼
な
環
境
を
生
か
し
外

気
を
取
り
込
み
サ
ー
バ
ル
ー
ム
を
冷
や
す
仕
組
み
を
導

入
し
、空
調
の
年
間
消
費
電
力
を
大
幅
削
減
。こ
れ
も
当

時
と
し
て
は
画
期
的
な
仕
組
み
で
し
た
。

.

私
の
Ｓ
Ｅ
と
し
て
の
30
年
あ
ま
り
の
経
歴
の
よ
う
に
、

学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
が
仕
事
で
生
か
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、私
の
場

合
学
生
時
代
の
知
識
や
経
験
お
よ
び
考
え
方
等
は
、振
り

返
れ
ば
と
て
も
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
現
役
と
し
て
働
け
る
時
間
も
少
な
い
で
し

ょ
う
が
、現
役
を
退
い
た
後
も
別
の
形
で
知
識
や
経
験
を

生
か
せ
れ
ば
幸
い
で
す
。

.

ら
ず
、大
学
で
学
ん
だ
知
識
が
生
か
せ
る
の
か
何
の
た
め

に
学
ん
で
い
る
の
か
迷
い
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。大
学

の
授
業
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
機

会
が
あ
り
、「
こ
れ
か
ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
必
須
だ
」と

認
識
し
、現
在
の
職
に
つ
き
ま
し
た
。

.

富
士
通
入
社
当
時
、エ
ネ
科
卒
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
茨
城
県
東
海
村
に
あ
っ
た
旧
日
本
原
子
力
研
究
所（
原

研
）に
出
向
し
て
い
ま
し
た
。
原
研
で
は
当
時
最
先
端
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
導
入
し
、
職
員
は
世
界
各
国
の
研
究

者
と
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行

え
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
シ
ス
テ
ム
の
運
用
サ

ポ
ー
ト
も
業
務
の
１
つ
で
し
た
。

.

原
研
で
の
出
向
が
満
了
し
青
森
に
帰
社
。
当
時
の
上
司

か
ら「
こ
れ
か
ら
何
を
す
る
？
」と
尋
ね
ら
れ
、原
研
で
経

験
し
た「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
作

っ
て
い
き
た
い
で
す
。」と
進
言
し
、
地
方
で
商
業
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業(

Ｉ
Ｓ
Ｐ)

を
立

ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

.

そ
の
後
時
は
流
れ
、
次
な
る
事
業
戦
略
会
議
に
て
自
社

の
柱
を
ど
う
考
え
る
か
に
対
し「
こ
れ
か
ら
は
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
運
用
を
一
体
提

供
す
る
こ
と
に
価
値
が
生
ま
れ
る
」と
考
え
会
社
に
提
言
、

そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー（
ｉ
Ｄ
Ｃ
）を

江
口

則
地

佐
藤

宏
紀

福
島
で
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
業
務
内
容
と
違
う
た
め
慣
れ
る
ま
で
大
変
で
し
た
。
ま
た
、電
気

8



大
学
院
に
進
学
し
て
か
ら
、
１
年
半
が

過
ぎ
ま
し
た
。
学
部
時
代
か
ら
デ
ィ
ジ
タ

ル
信
号
処
理
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
で
は
デ
ィ
ジ
タ
ル
フ
ィ
ル
タ
を

利
用
し
て
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
の
精
度
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
課
題
も
多
い

で
す
が
、
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
や
指
導
教

員
の
先
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

.

学
部
時
代
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮

れ
、
学
校
よ
り
も
ア
ル
バ
イ
ト
に
力
を
入

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
あ
ま
り
学

校
の
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
大
学
院
に
入
っ
て
か
ら
は
学
校

の
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
み
て
、
改
め
て

学
校
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
残
す
と
こ
ろ
半
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
の
学
生
生
活
を
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

.

9

平
成
16（
２
０
０
４
）年
か
ら
、
調
度
20
年
間
、
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
を
持
ち
ま
し
て
、
定
年
と
い
う
こ
と
で

退
職
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
仙
台
で
悠
々
自
適
の
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
い
た
だ

き
、お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
は
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

と
は
言
っ
て
も
、
建
築
・
土
木
工
学
コ
ー
ス
の「
道
路
・
交
通

工
学
」と
、シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
コ
ー
ス
の「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
ズ
リ
サ
ー
チ
」に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
非
常
勤
講
師
と
し

て
担
当
し
て
お
り
、
今
年
度
の
集
中
講
義
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

.

シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
コ
ー
ス
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
新
入
生

に
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
と
し
て
Ｐｙ
ｔ
ｈｏｎ
を
教
え
る

と
の
こ
と
で
、
私
も
Ｐｙ
ｔ
ｈｏｎ
を
学
び
直
し
、
講
義
に
関
連

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
移
植
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
あ
と
、

ｉ
Ｐ
ｈｏ
ｎ
ｅ
ア
プ
リ
開
発
に
つ
い
て
も
、
学
び
直
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。

.

私
が
勤
め
て
い
た
20
年
の
間
に
は
、
大
学
を
取
り
巻
く
状

況
が
大
き
く
変
動
し
、
大
学
内
で
も
、
い
く
つ
か
の
変
革
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
、
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
り
、
ま
た
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
と

存
じ
ま
す
が
、
八
戸
工
業
大
学
の
引
き
続
い
て
の
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

.

伊
保
内

孝
吏

令
和
４
年
度
卒
業
生

現:

八
戸
工
業
大
学
大
学
院

8号館(旧：システム情報工学専門棟)では、ここ数年かけて、講義室や入り口のスロープ、トイレ(1階～
3階)などの改修を行ってきた。8号館2階にある8-202(旧：I202) 、8-203(旧：I203)、8-208(旧：I208)など
の講義室では、ノートパソコンの必携化に対応するため、机とイスをパソコンが広げやすいようにスペー
スを確保し、一部屋に複数台のアクセスポイントを設置してテーブルタップも各机に設置するなど
ノートパソコンを活用しやすい環境を整えた。また、2階の入り口は段差
があり、これまでは介助無しでの車椅子の移動ができず、台車等を用いた
機材の運搬も難しかったが、緩やかなスロープを設けて車椅子が介助無
しでも移動でき、台車の利用もスムーズになった。さらに、1階～3階のト
イレも改修し、和式だったり、照明が少なかったりした問題を解消してい
る。なお、2階のトイレには、車椅子用のトイレも完備して、車椅子を利用
する学生にも対応できるようにしている。 .

８ 号 館 の 環 境 整 備

う
み
ね
こ
会

う
み
ね
こ
会

武
山

泰

先
生

最
終
講
義

２
０
２
４
年
２
月
９
日

学
科
ニ
ュ
ー
ス

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
近
況
報
告



こ
の
度
、
同
窓
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
高
屋
敷
圭
佑
で
す
。.

２
０
１
４
年
卒
業
の
６
期
生
で
あ
り
、
早
や
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

永
き
に
わ
た
り
同
窓
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
石
橋
前
会
長
の
後

を
引
き
継
ぎ
、
微
力
な
が
ら
同
窓
会
運
営
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

.
さ
て
、
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
も
創
立
20
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
卒
業
生
は
３
０
０
名
を
超
え
、
各
方
面
で
ご
活
躍
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
本
学
科
同
窓
会
は
、
大
学
の
中
で
も
最
も
新
し
い
同

窓
会
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
活
発
な
活
動
と
は
言
い
難
い
状
況

で
し
た
。
こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
同
窓
会
活
動
を
よ
り
一
層
活

性
化
さ
せ
、
卒
業
生
の
皆
様
が
よ
り
一
層
繋
が
り
の
深
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
築
け
る
場
に
な
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

.

同
窓
会
は
、
学
生
時
代
に
築
い
た
大
切
な
友
人
や
恩
師
と
の
絆
を

深
め
る
貴
重
な
場
で
す
。
社
会
に
出
て
、
新
し
い
人
間
関
係
を
築
く

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
を
共
有
す

る
仲
間
た
ち
と
の
交
流
は
他
に
代
え
が
た
い
時
間
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
同
窓
会
活
動
を
通
じ
て
、
新
た
な
出
会
い
や
繋
が
り
を
生
み
出

し
、
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

.

最
後
に
、
石
橋
前
会
長
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
新
た
な
同
窓
会
の
歴
史
を
皆
様
と
と
も
に
築

い
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

. 

10

感
性
デ
ザ
イ
ン
同
窓
会
総
会
を

                               

実
施
し
ま
し
た
！

今
後
、
新
体
制
で
、

同
窓
会
の
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
会
長
あ
い
さ
つ

感
性
デ
ザ
イ
ン
同
窓
会

感
性
デ
ザ
イ
ン
同
窓
会

高
屋
敷

圭
佑

高
屋
敷

圭
佑

会
長
会
長

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

長
ら
く
行
っ
て
い
な
か
っ
た
同
窓
会
総
会
で
す
が
、

去
る
７
月
30
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
今
回
の
総
会
で
は

同
窓
会
規
約
の
改
定
お
よ
び
新
同
窓
会
役
員
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
同
窓
会
会
長
は
長
ら
く
会
長
を
努

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
石
橋
宣
貴
さ
ん（
１
期
）に

変
わ
り
高
屋
敷
圭
佑
さ
ん（
６
期
）が
就
任
し
ま
し

た
。
ほ
か
、
新
し
い
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
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会 長 高屋敷 圭佑（ 6 ）

副会長 鳥谷部 華恋（10）

幹 事 嶋 守 渉 （ 3 ） 柳雫 圭太（ 3 ）

会 計 五十嵐 七果（ 8 ） 宮腰 直幸（特）

監 査 貝 塚 彩乃（14） 髙橋 史朗（特）

顧 問 石 橋 宣貴（ 1 ） 住吉 貴恵（ 2 ）

感性デザイン学部は、2025年4月に二十歳の誕生日を迎えます。 そこで、
2025年2月22日(土) 17：00～19：00 (予定)に、八戸グランドホテルを会場として
『Kansei Design 20th Anniversary Celebration (KD20) 』を開催することとなりました。

卒業生のみなさんにぜひご参加いただきたいと考えております。卒業生、在校生、現・元教職員
が学科の来し方を楽しくたどるとともに、未来へと思いをつなぐ です。
当日は多くの教職員や友人、先輩や後輩と思い出を語り、旧交を温めましょう。大学では交流が

なかった世代も参加しますから、今の自分にとってプラスになる出会いもあるかもしれませんよ。
これら20周年イベントの詳細は感性デザイン学部のWebサイトに掲載してまいります。多数の

皆様のご来場をお待ちしております

20感性デザイン学科は     年を迎えます



項　　目 本年度予算額 決算額

会費 5,000,000 5,140,000 140,000

会報協力費 500,000 636,320 136,320

広告収入 120,000 60,000 ▲ 60,000

雑収入 1,716 487 ▲ 1,229

収入合計 5,621,716 5,836,807 215,091

活動費 (前年度より) 15,973,350 15,973,350 0

総計 21,595,066 21,810,157 430,182

増　減

項　　目 本年度予算額 決算額

会議費 200,000 273,000 ▲ 73,000

旅費交通費 1,000,000 923,120 76,880

集う会経費 300,000 445,537 ▲ 145,537

印刷費 2,700,000 2,553,648 146,352

通信費 50,000 26,426 23,574

支部助成費 1,350,000 886,060 463,940

運営費 30,000 880 29,120

分会助成費 1,200,000 581,589 618,411

業務委託費 66,000 66,550 ▲ 550

積立金 0 0 0

慶弔費関係 60,000 3,960 56,040

卒業記念品 289,300 335,225 ▲ 45,925

会則3・4条関連事業費 100,000 20,000 80,000

予備費 4,700 0 4,700

支出合計 7,350,000 6,115,995 1,234,005

次年度活動費 14,245,066 15,694,162

総計 21,595,066 21,810,157 1,234,005

増　減

▲ 1,449,096

(単位 : 円)

(単位 : 円)

(単位 : 円)

《収入の部》

《支出の部》

《特別会計》

《本部》

《支部》

《分会》

月日 事業内容

令和5年6月24日(土) 第１回理事会・定例代議員会

令和5年9月1日(金) 同窓会便覧発行

令和5年10月21日(土)
第22回同窓生の集う会
～八戸工業大50th+1

Anniversary地域と共に～

令和5年12月4日(月) 工大グループ同窓会連絡協議会

令和5年12月 同窓会報発行

令和6年3月19日(火)
学位記授与式

第2回理事会・定例代議員会

月日 事業内容

令和5年4月12日(水) 水交会賞表彰式

令和5年6月10日(土) うみねこ会第１回役員会

令和5年7月8日(土) 蒼峰会第1回定期役員会

令和5年8月26日(土) 水交会第1回役員会

令和5年9月20日(水) 教育機材寄贈(水交会)

令和5年10月7日(土) うみねこ会総会

令和5年12月5日(火) 学生との懇談会(蒼峰会)

令和6年1月9日(火) 感性デザイン同窓会幹事会

令和6年1月17日(水) うみねこ会第2回役員会

令和6年3月19日(火) 各分会より手交式へ派遣

事業報告 決算報告

収入総計(決算額 )－支出合計( 決算額 ) ＝ 15,694,162円
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2023(令和5)年4月1日～2024(令和6)年3月31日

次年度繰越金

月日 事業内容

令和5年5月24日(水) 秋田支部役員会

令和5年7月8日(土) 北海道支部総会(札幌)

令和5年9月9日(土) 関東支部総会（東京）

令和5年9月23日(土) 北海道支部道南部会（函館）

令和5年9月30日(土) 秋田支部総会

令和5年11月11日(土) 東北支部総会（仙台）

同窓会では、「同窓生の集う会」開催など各事業を行
っております。年に一度発行する同窓会報もその事業の
一環であり、本会の活動内容や大学の近況等を発信する
メディアとして、毎年多くの同窓生にご愛読されていま
す。一方で、会報発行に掛かる経費 (印刷および発送費)
は同窓生数の増加とともに増え続けています。そこで、会
報発行に掛かる経費を広告収入より充当したく存じます。

①発行時期:令和7年12月予定
(同窓会報第31号)

②発行部数:約13,500部(予定)

③広告規格及び、金額(フルカラー)
広告1枠(6cm×4cm)¥10,000
※他サイズはご相談ください

④申込期限:令和7年9月30日

つきましては、経費ご多端の折とは存じますが、同窓会報の永続的な
発行のため、皆様より広告掲載のほど、よろしくお願い申し上げます。

広告掲載
のお願い

項　　目 本年度予算額 決算額

当期積立金 0 0

次年度繰越金 10,000,000 10,000,000

計 10,000,000 10,000,000

増　減

0

0

0



1 あなたの整理番号です。

２
協賛金の振込用紙です。コンビニ・郵便
局でご利用できます。

4
住所などご変更のある方はいずれかを
ご利用ください。

ご協力のほどよろしくお願いいたします。

① ネット支払い用QRコード

② フリーFAX    ③ フリーダイヤル

アプリ決済ご利用できます

フリー
ダイヤル

フリー
FAX

0120-10-9899 （内線92）

平日 10：00～17：00

0120-10-9184（24時間受付）

同封物の見方

お問い合せ

1

４

３

1992（平成4）年3月に同窓会報第1号（創刊号）を発行し号を重ね、今回も約13,500名の会員にお届けすることが出
来ました。会報を通して、新たな会員相互の親交が生まれたというをお話を伺いますとき、発行継続が同窓会の本来の
目的に叶っていくものと考えております。今後、会報の発行を維持していくための費用として、皆様には協賛金のお願
いをさせていただいております。協賛いただいた方におかれましては、お名前を大学ホームページに掲載させていた
だきます。掲載をご希望されない方は、恐れ入りますが同窓会事務局までご連絡ください。次号も皆様からのご意見に
耳を傾け、魅力ある紙面づくりを取組んでまいります。会員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 .

協賛金芳名簿は大学ホームページに掲載しております

協
賛
金
の

お

願

い
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電気工学科・電気電子工学科・電子知能システム学科・電気電子システム学科
TEL：0178-25-8020 メールアドレス:dosokai-e＠hi-tech.ac.jp

エネルギー工学科・生物環境工学科・バイオ環境工学科・生命環境科学科
TEL：0178-25-8050 メールアドレス:dosokai-p＠hi-tech.ac.jp

土木工学科・環境建設工学科・環境建築工学科・建築工学科・土木建築工学科
TEL：0178-25-8030 メールアドレス:dosokai-d@hi-tech.ac.jp

感性デザイン学科・創生デザイン学科
TEL：0178-25-8070 メールアドレス:dosokai-k@hi-tech.ac.jp 

機械工学科・産業機械工学科・機械情報技術学科
TEL：0178-25-8010 メールアドレス:dosokai-m＠hi-tech.ac.jp

システム情報工学科
TEL：0178-25-8080 メールアドレス:dosokai-i＠hi-tech.ac.jp

本部事務局（教育・学生支援部 教務・学生支援チーム）

TEL:0178-25-8027 メールアドレス:dosokai＠hi-tech.ac.jp 同
窓
会
報
が
あ
た
ら
し
い
住
所
に
届
か
な
い
、
住
所

変
更
後
送
付
先
を
変
え
て
ほ
し
い
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
の
同
窓
会
本
部
事
務
局
ま
で
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

..
氏
名
、現
住
所
、学
籍
番
号
ま
た
は
、卒
業
年
度
と
学
科
）

を
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
誌
同
窓
会
報
を
ご
家
族
の
方
が
見
て
同
窓
生
本
人
が

見
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
お
手
数
で
す
が
、

ご
子
女
に
了
承
い
た
だ
き
同
封
物
の
表
面
に
ご
子
女
の
現

住
所
等
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
フ
リ
ー
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

●
ご
家
族
の
方
へ

●
同
窓
生
の
皆
様
へ

同窓会事務局から同窓会事務局の連絡先
（

３
2口以上ご寄付いただける方は、こち
らの振込用紙をご利用ください。

２
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